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1. 分解する生き物たち 

①植物は太陽エネルギーと無機質から光合成を行い、自ら養分をつくり出す「生産者」。           

②動物は自ら養分をつくることが出来ず､他の生き物を食べることから「消費者」と言われま

す。 

③植物の落ち葉、虫や動物の死骸などは、土中のミミズやトビムシ、ダニなどが食べ、細か

くくだきます。それが土壌の微生物によって分解され、植物の成長に欠かせない養分となる

のです。これらの土中の生き物たちは「分解者」と呼ばれています。 

 今日の観察会では、あまり目立たず女性たちには嫌われ者の「分解者」にスポットをあて、

その 大切な役割についてお話したいと思います。 

 

2.「虫愛ずる姫君」 堤中納言物語（平安時代後期） 

3.「四季の森」の分解者たち 

-どんな生き物がいるか調べてみよう- 

 

 

4.「ミミズ」のお話など 

①ミミズの名前の由来 

②ミミズの働き 

③ミミズとオシッコ 

 

5.クイズとテスト 

＊次回は９月１１日（日）１３時から     テーマは｢自然界のキノコ｣です。 



 

 

 

 

 


